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社会福祉協議会による災害復旧・復興支援活動：
岡山県から宮城県への職員派遣の事例
吉　田　　　明＊・藤　井　大　児
　本稿の目的は，岡山県社会福祉協議会（以下，社協）の職員が東日本大震災復旧活動としてブロッ
ク派遣をおこなった，宮城県多賀城市に設置された多賀城市災害ボランティアセンター（以下，災害
VC）の運営内容を明らかにすることである。
　本稿の構成は，まず第１節で宮城県多賀城市の概要と被災状況について簡単に説明する。続いて第
２節では，岡山県社協が東日本大震災の発災直後から多賀城市災害VCへのブロック派遣が終了する
までの期間に実施した支援活動の内容について述べる。第３節では，多賀城市災害VCの設置・運営
の主体組織である多賀城市社協がおこなった活動について述べる。さらに第４節では，岡山県社協ホー
ムページ上に掲載された多賀城市災害VCでの状況報告，および多賀城市社協から入手した資料等を
手がかりにして，多賀城市災害VCの設置・運営上で大きな影響を与えたと考えられる項目について
探っていく。
１．多賀城市の概要と被災状況
　多賀城市は，宮城県のほぼ中央部で太平洋岸に位置しており，周辺には県庁所在地の仙台市や漁港
で有名な塩釜市，そして日本三景の松島などがある。まちの地形は，東西に長く，それを２つに分け
るようにして中心部を砂押川が流れている。また，東部や北部には史跡が点在し，海に近い南部の平
野には工場地帯が形成され，西部地区の平野には多くの田畑が広がっている。多賀城市までの交通手
段としては，仙台駅からJR仙石線を利用するのが一番便利であり，仙台駅から多賀城駅までは普通
列車で22分，快速列車だと11分で到着する。一方，特別史跡多賀城跡をはじめ多賀城の歴史にふれる
ため，JR東北本線を利用すると仙台駅から所要時間15分で平成13年９月に開業した地元請願駅であ
る「国府多賀城駅」に到着する。また高速自動車道を利用する場合は，東北縦貫自動車道の仙台南イ
ンターチェンジから仙台南部道路，仙台東部道路を乗り継いで「仙台港北インターチェンジ」で下り
るのが便利である。
　多賀城市の歴史は古い。８世紀の初め奈良の平城京を中心とした律令政府の統治下においては日本
全国が60あまりの国に分かれており，東北地方には２つの国があった。724年にその１つの国である
陸夷国に市名の由来となった国府「多賀城」が置かれ，東北地方全体を治めていた。多賀城跡や多賀
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城廃寺跡は大正11年に国の史跡に指定され，昭和41年には特別史跡に昇格している。多賀城市はこの
ような史跡が市内の各所に点在し，「史都多賀城」のことばに表されるように由緒ある歴史のまちで
ある。多賀城市の面積は19.65km2であり，「霧」で有名な北海道の摩周湖に納まりそうなくらいの大
きさである１。
　今回の東日本大震災に関して，多賀城市内での震度は３月11日14時46分51秒に震度５弱であり，同
日14時47分50秒にも震度５強の揺れがあった２。さらに４月７日23時32分59秒に震度５強の地震によ
る揺れがあった。地震による津波の高さは仙台港で約７ｍあり，多賀城市内では約２m 〜４mであっ
た。
　津波による被害については，多賀城市の仙台港に近い地域および砂押川に囲まれた地域を中心に広
範な浸水被害が発生した。特に「宮内・明月・大代地区」の被害は甚大で，桜木・栄・明月・八幡・
鶴ケ谷（一部）地区も浸水した。多賀城市が直接海に面しているのは明月・大代各地区の一部だけだ
けれども，事前の想定に反して浸水が広範囲に及んだことが今回の特徴である。津波浸水地域の浸水
面積は約662haに及び，市総面積の約33.7％が浸水被害にあったことになる３。（図−１を参照）
１　多賀城市ホームページ　多賀城市の歴史とあらまし　http://www.city.tagajo.miyagi.jp/monosiri/sito/profile/mo-si-pr-
aramasi.html
２　多賀城市ホームページ　多賀城市における東日本大震災の被害状況概要　http://www.city.tagajo.miyagi.jp/saigai/sa-
hisaizyouhou_gaiyou.pdf
３　多賀城市ホームページ　津波による道路浸水が確認できている区域　http://www.city.tagajo.miyagi.jp/saigai/sa-
hisaizyouhou_sinsui.pdf
図−１　東日本大震災による津波浸水地域図
出所：多賀城市ホームページ
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　発災前（平成23年２月28日時点）の世帯数は22,733世帯で，人口は62,780人であった。震災と津波
による人的被害は市内での死者188人であった。津波地区における建物被害は全壊1,670世帯，大規模
半壊1,507世帯，半壊888世帯，一部損壊1,073世帯で，合計5,140世帯であった。地震地区における建
物被害は全壊76世帯，大規模半壊127世帯，半壊1,208世帯，一部損壊4,935世帯で，合計6,390世帯であっ
た（平成25年５月31日現在）。
　ライフラインの被害については震災直後から市内全域が停電状態に陥ったけれども，３月13日には
送電が一部復活し，また津波被害の大きかった地域は個別対応していった。水道は３月18日に一部地
域が通水し，３月29日には津波地域を除き，ほぼ全市域で通水が可能になった。しかし４月７日の震
度５強の地震後は３日間断水した。ガスの復旧には４月中旬まで時間を要した４。
２．岡山県社会福祉協議会の対応
　『岡山県社協の東日本大震災に係る被災地支援活動報告』によると，岡山県社協は東日本大震災発
生の翌日である３月12日から，地震・津波災害に関する問い合わせ等に対応するため相談窓口を設置
し，職員２名がこれにあたった。主な相談内容は，現地でのボランティア活動の状況や，救援物資の
提供および義援金等に関する問い合わせであった。あわせて岡山県社協ホームページ上に今回の震災
に関するページを開設し，被災地における災害VCの設置状況やボランティアの募集状況などを随時
掲載していった。
　翌３月13日には，岡山県，日赤岡山県支部，岡山県共同募金会と岡山県社協の４者により，東日本
大震災義援金の受付窓口を設置して募金運動を開始した。市町村社協に対しても募金受付窓口の協力
依頼文書を送付した。
　３月14日には，今回の地震・津波による被害が甚大であり，今後さまざまな支援活動がおこなわれ
ることが想定されたため，岡山県社協内に幹部職員による災害救援本部を設置してこれらに備えた。
　３月15日には，全国社協においてブロック幹事県・指定都市会議が開催され，全国にネットワーク
を有する組織として，特に被害が大きかった岩手県，宮城県，福島県の社協を支援することになった。
この会議で岡山県社協が含まれている中国ブロックは，四国ブロックと近畿ブロックおよび山形県社
協とともに，宮城県（仙台市を含む）を支援することに決定した。支援業務の内容は，主に被災地県
社協の調整業務（被災地の情報把握や関係機関との調整等）および被災市町村における災害VCの立
ち上げと運営支援をすることになった。
　３月17日には，岡山県の主催によって，東日本大震災支援県民会議が立ち上がった。この会議には
県内市町村・経済団体・社会福祉関係団体等，各種各界の主要団体が参画して第１回会議が開催され
た。山岡治喜岡山県社協会長が出席して，災害ボランティア活動等への対応について説明した。
　３月18日には，全国社協からの要請による職員派遣の第１クールが神戸市からバスで宮城県へ向け
て出発した。中国・四国・近畿ブロックの社協職員29名には岡山県社協の職員１名が含まれていた。
バスは神戸を17時に出発し，名神道・北陸道・磐越道・東北道を経由し，16時間をかけて翌朝９時に
４　宮城県社会福祉協議会（2012）「復興　明日への絆」宮城県社会福祉協議会。
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宮城県社協に到着した。
　岡山県社協が職員派遣した被災地は，多賀城市（３月18日〜３月29日と４月３日〜７月19日）およ
び塩釜市（３月26日〜４月２日）である。災害VCの運営補助全般に関わりながら，急遽の相談対応
や団体ボランティアの受け入れ体制の整備，避難所における炊き出しボランティアの調整などをおこ
なった。多賀城市災害VCへの職員派遣は７月19日をもって終了したが，中国ブロック内の応援の一
環として８月12日までは宮城県の他地域への派遣は継続した。また東日本大震災支援県民会議の取り
組みの一環として，義援金の街頭募金が岡山駅前で各団体の参加のもとでおこなわれている。岡山県
社協の職員もこの街頭募金に多数参加した。
　３月25日には，全国社協からの要請により，被災者に対する生活福祉資金緊急小口資金相談窓口の
支援業務のため，これまでの職員派遣とは別に，岡山県社協の職員２名が新大阪からバスで宮城県に
向かった。このとき中国・四国・近畿ブロックからは社協職員合計34名が向かっている。岡山県社協
の職員は３月25日〜４月22日の期間に，仙台市・東松島市・石巻市・南三陸町・女川町の派遣地で，
特例貸付の相談・受付の業務を担当した。
　４月７日には，岡山県市町村社協の緊急事務局長会議を開催して，職員派遣についての協力要請を
おこなった。当初は岡山県社協と岡山市社協（政令指定都市）の社協職員で支援に当たっていたが，
派遣が長期化することが予測されたため，第９クール以降については県内の市町村社協に協力を要請
することにした。その結果，各市町村社協からの協力が得られることになり，これ以降随時派遣を実
施した。これと並行して，県・市町村社協の取り組み状況についての情報共有や今後の災害VC支援
等についての意見交換が継続的におこなわれるようになった。
　４月13日には，岡山県社協事務局内に東日本大震災復興支援チームを発足させ，震災支援体制の強
化を図った。事務局長を本部長に，また次長および各部所長を副本部長にして，さらに地域福祉部と
各部所から選任したメンバーによって組織された。具体的な活動内容はブロック派遣職員の調整や，
ボランティア・バスの運行計画の策定，被災他の情報収集と発信，マスコミヘの対応等である。これ
らの活動は各メンバーに役割分担され，実施された。
　４月14日には，第３回東日本大震災支援県民会議が開催された。山岡岡山県社協会長が出席し，災
害ボランティア派遣について検討中であることを表明し，関係諸機関に協力を要請した。
　４月15日には，岡山県内からのボランティアを被災地に派遣する計画を具体化する目的で，市町村
社協の事務局長らによる臨時会議を開催した。東北３県の災害VCで県外ボランティアの受け入れ態
勢が整いつつあったからである。実施にあたっては，県下27市町村社協が一体となりボランティアの
募集受付，職員随行等の役割分担をした。実施時期は，当面５月から８月にかけて月２回程度実施す
ることにした。また必要経費については，岡山県と岡山県共同募金会に協力を依頼し，不足分につい
ては県社協と市町村社協で費用分担することを申し合わせた。
　４月22日には，ボランティアの募集受付を開始した。この募集は，第１期のボランティア派遣実施
計画（５月から６月にかけて４回実施）のうち，ボランティア・バス第１便に搭乗する分である。募
集の告知は，市町村社協・マスコミ各社・県社協ホームページによりおこなった。第１期のボランティ
ア募集は，各回ごとに先着順でおこなうことにしたため，募集開始後わずか５分程度で定員に達する
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　４月14日には，第３回東日本大震災支援県民会議が開催された。山岡岡山県社協会長が出席し，災
害ボランティア派遣について検討中であることを表明し，関係諸機関に協力を要請した。
　４月15日には，岡山県内からのボランティアを被災地に派遣する計画を具体化する目的で，市町村
社協の事務局長らによる臨時会議を開催した。東北３県の災害VCで県外ボランティアの受け入れ態
勢が整いつつあったからである。実施にあたっては，県下27市町村社協が一体となりボランティアの
募集受付，職員随行等の役割分担をした。実施時期は，当面５月から８月にかけて月２回程度実施す
ることにした。また必要経費については，岡山県と岡山県共同募金会に協力を依頼し，不足分につい
ては県社協と市町村社協で費用分担することを申し合わせた。
　４月22日には，ボランティアの募集受付を開始した。この募集は，第１期のボランティア派遣実施
計画（５月から６月にかけて４回実施）のうち，ボランティア・バス第１便に搭乗する分である。募
集の告知は，市町村社協・マスコミ各社・県社協ホームページによりおこなった。第１期のボランティ
ア募集は，各回ごとに先着順でおこなうことにしたため，募集開始後わずか５分程度で定員に達する
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ほど活況を呈した。当初は各回バス１台で運行することを予定していたが，初回の受付状況から毎回
バス２台で運行することに急遽変更した。それでもなお募集開始から数分で定員に達する状態がしば
らく続き，多くのボランティア希望者を失望させてしまう状況となった。このため第２期（７月から
８月にかけて４回計画）については，希望する日程について一括募集をおこない，締め切り後に全体
の調整をする方式に変更した。
　５月９日には，ボランティア・バスの第１便が出発した。当日は７時10分から岡山市北区の林原駐
車場で出発式をおこない，平松卓雄岡山県社協常務理事と浅野嘉彦岡山県県民生活部長が激励のあい
さつをし，ボランティア代表者による決意表明がおこなわれた。その後，県下市町村社協が募集した
ボランティア20名が宮城県へ向けて出発した。一行は大型バス１台で山陽道，名神道，北陸道，磐越
道，東北道を経由して，宿舎である宮城県松島町のホテル松島大観荘に22時30分に到着し，翌日から
の石巻市の牡鹿半島での活動に備えた。第１便以後のボランティア・バスは４泊５日（帰りは車中泊）
の行程で宮城県内の被災地で活動をおこなった。
　６月17日には，全国社協において開催された第１回中国ブロック県・指定都市社協東日本大震災支
援検討会議に出席し，中国ブロック社協間の情報共有と今後の対応について協議した。具体的な内容
は宮城県内の市町村社協の現況とブロック派遣の状況，今後の職員派遣のあり方，ボランティア・バ
スの状況，全社協への要望等についてである。
　７月１日には，平成23年度市町村社協事務局長・支所長会議を開催し，現地支援状況の報告と今後
の方向性等について意見交換をおこなった。この会議では先ず出席者の中で災害支援やボランティア・
バスの随行員として参加した職員からの活動報告がおこなわれ，課題の抽出や反省点などについて情
報が共有された。また今後の支援についても県下の市町村社協が一致協力して対応していくことを確
認した。
　７月21日には，全国社協において開催された第２回中国ブロック県・指定都市社協東日本大震災支
援検討会議へ出席し，中国ブロック社協間の情報共有と今後の対応について報告をおこなった。会議
の内容は，被災社協復興支援委員会（全社協地域福祉推進委員会）からの報告をうけ，宮城県内支援
表ー１　岡山県社協の活動経過
月日 活動経過
３月12日 東日本大震災の相談窓口を設置・東日本大震災に関するページを開設
　　13日 東日本大震災義援金の受付窓口を設置
　　14日 災害救援本部を設置
　　15日 ブロック幹事県・指定都市会議の開催
　　17日 岡山県東日本大震災支援県民会議の開催
　　18日 ブロック派遣支援の第１クールの職員が出発
　　25日 生活福祉資金相談窓口の支援職員が出発
４月７日 市町村社協にブロック派遣支援の職員派遣を協力依頼
　　13日 東日本大震災復興支援チームの発足
　　14日 第３回岡山県東日本大震災支援県民会議の開催
　　15日 臨時市町村社協の事務局長会議の開催
　　22日 東日本大震災支援ボランティアの募集を開始
５月９日 被災地復興支援ボランティアバスの第１便が出発
６月17日 第１回中国ブロック県・指定都市社協東日本大震災支援検討会議の開催
７月１日 平成23年度市町村社協事務局長会議の開催
　　21日 第２回中国ブロック県・指定都市社協東日本大震災支援検討会議の開催
出所：岡山県社会福祉協議会内部資料「東日本大震災に係る被災者支援活動報告書」から作成
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市町村社協の現状と今後のブロック派遣のあり方と協力体制について協議した５。（表−１を参照）
３．多賀城市社会福祉協議会の活動
　『復興　明日への絆』によると６，多賀城市社協は事務所が高台部分に位置していたため，津波によ
る浸水被害を受けることはなかった。勤務していた職員は管理委託されている施設の状況確認やサー
ビス利用者の安否確認をおこなうとともに，手元にあった食料を配布して回るなどした後，当日は全
職員がそのまま事務所に宿泊した。一方，多賀城市役所では災害対策本部が発災直後の14時47分に設
置され，市役所・陸上自衛隊多賀城駐屯地・塩釜警察署・多賀城消防署・市消防団・市災害防止協議
会等の関係機関が連携して，被災者の捜索・救助活動が開始された。
　翌３月12日には，市役所からの依頼によって多賀城市社協が保有している車椅子や寝台が載せられ
る福祉車両を提供するとともに，救助活動の後方支援を担った。直接の救助活動は自衛隊や消防団が
おこなっていたが，多賀城市社協は地元の消防団と連携して，救助された被災者を中継地点から病院
に搬送するなどの救助活動をサポートした。同時に残った職員は散乱した多賀城市社協の事務所内の
片付けをおこなうとともに，市内を自転車でまわって被害情報を収集し市内の全体状況を把握して
いった。収集された情報を検討し，それを元に市役所や関係部署と協議を重ねながら，災害VCの立
ち上げ準備に取りかかった。
　３月14日には，市災害対策本部から多賀城市社協に対して災害VCを立ち上げるよう要請があった。
こうした社協への災害VC設置・運営は各市町村で定められている地域防災計画で一般に広く見られ
るものである。逆に避難所の設置・運営といったメディアなどで頻繁に露出がある活動は，支援物資
や医療チームなどの確保が必要なために行政の仕事となっており，社協が関与する余地はあまりない。
　３月15日には，多賀城市社協による災害VCの立ち上げ宣言がおこなわれた。
　３月16日には，災害VCが開設された。当初災害VCの活動場所として想定していたのは，多賀城市
社協の事務所がある社会福祉センターの隣に位置している母子健康センターの建物であった。この建
物はもともと十分な広さを有していたが，避難施設としてすでに占有されていて，災害VCとしては
もう使用することができなくなっていた。そのため市災害対策本部において協議した結果，社会福祉
センター２階部分にある約８坪のスペースを災害VCとして使用せざるをえないことになった。
　災害VCが立ち上げられた当時，多賀城市の避難所は最大45施設が開設されており，避難者数は
10,000人を超えていた。災害VCの設置・運営については，市の総合防災訓練を受けた多賀城市社協
の職員がおこなったものの，実地での経験があろうはずもない彼らは素人同然の状態であった。まし
て市内の被害規模も十分に把握できていない状況下で，まず何から手を付けていいのかもわからない
状況が数日間続くことになった。例えば倒壊家屋の片付けに10人程度の人員が必要だとして，当初ボ
ランティアが現地に到達することも困難だった一方で，災害VCにはそうしたニーズが集中して入っ
てきており，さらに今後そうしたニーズがどれほどあるのかなどの見込みも分からなかった。
５　岡山県社会福祉協議会内部資料『東日本大震災に係る被災者支援活動報告書』
６　宮城県社会福祉協議会（2012）を参照。
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市町村社協の現状と今後のブロック派遣のあり方と協力体制について協議した５。（表−１を参照）
３．多賀城市社会福祉協議会の活動
　『復興　明日への絆』によると６，多賀城市社協は事務所が高台部分に位置していたため，津波によ
る浸水被害を受けることはなかった。勤務していた職員は管理委託されている施設の状況確認やサー
ビス利用者の安否確認をおこなうとともに，手元にあった食料を配布して回るなどした後，当日は全
職員がそのまま事務所に宿泊した。一方，多賀城市役所では災害対策本部が発災直後の14時47分に設
置され，市役所・陸上自衛隊多賀城駐屯地・塩釜警察署・多賀城消防署・市消防団・市災害防止協議
会等の関係機関が連携して，被災者の捜索・救助活動が開始された。
　翌３月12日には，市役所からの依頼によって多賀城市社協が保有している車椅子や寝台が載せられ
る福祉車両を提供するとともに，救助活動の後方支援を担った。直接の救助活動は自衛隊や消防団が
おこなっていたが，多賀城市社協は地元の消防団と連携して，救助された被災者を中継地点から病院
に搬送するなどの救助活動をサポートした。同時に残った職員は散乱した多賀城市社協の事務所内の
片付けをおこなうとともに，市内を自転車でまわって被害情報を収集し市内の全体状況を把握して
いった。収集された情報を検討し，それを元に市役所や関係部署と協議を重ねながら，災害VCの立
ち上げ準備に取りかかった。
　３月14日には，市災害対策本部から多賀城市社協に対して災害VCを立ち上げるよう要請があった。
こうした社協への災害VC設置・運営は各市町村で定められている地域防災計画で一般に広く見られ
るものである。逆に避難所の設置・運営といったメディアなどで頻繁に露出がある活動は，支援物資
や医療チームなどの確保が必要なために行政の仕事となっており，社協が関与する余地はあまりない。
　３月15日には，多賀城市社協による災害VCの立ち上げ宣言がおこなわれた。
　３月16日には，災害VCが開設された。当初災害VCの活動場所として想定していたのは，多賀城市
社協の事務所がある社会福祉センターの隣に位置している母子健康センターの建物であった。この建
物はもともと十分な広さを有していたが，避難施設としてすでに占有されていて，災害VCとしては
もう使用することができなくなっていた。そのため市災害対策本部において協議した結果，社会福祉
センター２階部分にある約８坪のスペースを災害VCとして使用せざるをえないことになった。
　災害VCが立ち上げられた当時，多賀城市の避難所は最大45施設が開設されており，避難者数は
10,000人を超えていた。災害VCの設置・運営については，市の総合防災訓練を受けた多賀城市社協
の職員がおこなったものの，実地での経験があろうはずもない彼らは素人同然の状態であった。まし
て市内の被害規模も十分に把握できていない状況下で，まず何から手を付けていいのかもわからない
状況が数日間続くことになった。例えば倒壊家屋の片付けに10人程度の人員が必要だとして，当初ボ
ランティアが現地に到達することも困難だった一方で，災害VCにはそうしたニーズが集中して入っ
てきており，さらに今後そうしたニーズがどれほどあるのかなどの見込みも分からなかった。
５　岡山県社会福祉協議会内部資料『東日本大震災に係る被災者支援活動報告書』
６　宮城県社会福祉協議会（2012）を参照。
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　東日本大震災の発生以前から高い確率で宮城沖地震の予想はなされていた。そのため平成19年９月
１日に宮城県と多賀城市の主催により，市の総合防災訓練が実施されていた７。この訓練は災害対策
基本法第48条，宮城県地域防災計画および多賀城市地域防災計画に基づくもので，大地震等の災害発
生時において防災関係機関，各種団体および地域住民が一体となり，迅速かつ的確な災害応急活動が
実施できるよう相互の協力体制の確立を図ること，あわせて地域住民の防災意識の高揚と防災技術の
習得を図ることを目的とされていた。しかしながら，おこなわれた防災訓練は，東日本大震災による
実際の被害に比べると想定規模が小さく，汎用性も少なかった。したがって事前の訓練や教育がうま
く活かされることはなかった。また多賀城市は本来，海に面している部分が少なく山もないため，災
害に強いというイメージを持っていたため，市社協職員が自ら災害VCを設置・運営することを十分
想定できていなかったこともあった。
　初期の災害VCの設置・運営は，市社協職員や民生委員にくわえて，地元の高校生や大学生などが
運営スタッフとして参加し支えていた。さらにブロック派遣として岡山県と和歌山県，その後広島県
や山口県の社協から人的支援を受けた。また情報収集・資料作りのノウハウや災害VCの設置・運営
の方法などについては，宮城県社協職員による協力を得た。震災から１週間が経ったころには避難所
から自宅に戻った被災者らからのニーズが上がり始めた。その内容は被災者の個人宅における家具の
片付け・泥かき・清掃などが主なものであった。
　３月後半からはホームページを立ち上げ，県外ボランティアの募集も開始した。これによってボラ
ンティア参加者数は加速度的に伸び始めた。災害VCの運営体制も整いだし，泥かきや清掃などの災
害復旧系の活動が，スムーズかつスピーディに動き始めた。
　４月に入ると泥かきや清掃などのニーズ受付件数がピークとなったが，そのころには１日数十件も
の案件を消化できる災害VCの運営体制が整っていた。
　また災害VCでは多賀城市との共通認識のもと，ボランティア希望者の受付は災害VCが一括でおこ
なうことになっていた。こうしたボランティアの集中受付によって災害復旧系のニーズを集約するこ
とができ，効率良く活動展開することができた。
　５月のゴールデン・ウィークの到来に先立ち，ボランティア希望者による混乱が予測されたため，
その募集は県内のみに限った。これはボランティア数の予測がつかない中で効率よくマッチングをお
こない，被災者の元にマンパワーを確実に届けるための措置だった。しかし実際には県外からのボラ
ンティアについても受け入れている。
　５月からは緊急小口資金貸付が始まった。これは緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合
に無利子で小口の資金を貸付ける公的制度で，社協が窓口となり，主に低所得世帯（他の制度で救済
される場合を除く）を対象に，３ヶ月目以降からの返済を見込まれる場合におこなわれるものである。
市社協はその庶務係職員とともに市役所の元職員を加え，７〜８人によって対応した。とくに市役所
の元職員の協力は，本来必要な住民票や所得証明などの行政文書，銀行等の通帳・印鑑などの提出も
期待できないなかで（したがって現金での貸付けにならざるを得ない），一世帯からの重複申請を避
けるといった細やかな対応も可能にした。
７　宮城県ホームページ　平成19年９月１日総合防災訓練　http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/62226.pdf
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　６月に入ると災害復旧系ニーズの受付件数が収束を見せ始める一方で，仮設住宅の建設が３月下旬
から始まり，５月から入居も始まっていた。今後の避難所の閉所などの状況を見据えて，７月上旬に
災害VCの閉所を決定した。その後は被災者の生活支援的な活動に重心を移していった。
　７月11日に災害VCを閉所し，それにともない「多賀城市社協復興支えあいセンター」と名称変更
をおこない，それと同時に県外のボランティア受付も終了した。残った復旧系のニーズに対しては，
リピーターとして参加している20〜30人のボランティアの協力を得て週末限定で対応した。（表−２
を参照）
表ー２　多賀城市災害ボランティアセンターの活動経過
日時 活動経過
３月11日 震災発生・被害状況の確認と安否確認・多賀城市災害対策本部の設置
　　12日 福祉車両の提供・救援活動の後方支援
　　14日 多賀城市対策本部から多賀城市災害VC立ち上げ要請
　　15日 多賀城市災害VC立ち上げ宣言
　　16日 多賀城市社協事務所２階に多賀城市災害VC開設
　　22日 被災者ニーズ受付数111件
３月後半 ホームページ立ち上げ
４月　　 第１週過ぎから被災者ニーズ受付数減少
５月初旬 ゴールデンウィークは県内ボランティアのみに対応・緊急小口資金貸付開始
５月３日 ボランティア登録数434人
６月　　 ニーズ受付数の収束・仮設住宅関連の大工仕事のニーズ増加
７月上旬 多賀城市災害VCの閉所決定
７月11日 多賀城市災害VCは閉所し，多賀城市社協復興支え合いセンター開所
出所：宮城県社会福祉協議会（2012）から作成
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4−1．組織体制と運営スタッフ
　災害VCが設置された当初は，運営のキーマンとなるべき市社協職員に実地での経験がほとんどな
かったため，宮城県社協のマニュアルを参考として図−２に示すような組織体制を構築した。この組
織体制では活動チームをボランティア調整部門（業務係）と要望受付部門（庶務係被災者）の２つに
分けて，各々の部門に責任者を配置し，さらにその下に各班を設置している。ボランティア調整部門
はボランティアへの対応を担い，ボランティア受付班，マッチング班，配車・資材班を設けている。
要望受付部門は被災者への対応を担い，被災者からのニーズを受付，そのニーズ内容の調査と地元と
の調整をおこない，その結果をボランティア調整部門に伝えるものであった。
　しかしこの組織体制で実際に運営をおこなってみると，問題があることが分かってきた。というの
は，災害VCでは活動チームとしての統一した意思決定を迅速におこなうことが必要だったにも拘わ
らず，２人の責任者間の調整に手間取るために迅速な意思決定が妨げられ，両部門間の横の連携も滞っ
てしまったからである。
　そのためこれを図−３に示すように組織改編した。まず活動チームリーダーを災害VC運営の統括
責任者として位置づけ，対外的な折衝と災害VC内の各班間で発生する問題を調整する役割とした。
第二に活動チームリーダーの下に，資材班やマッチング班などの各班長を配置し，各班長は主に社協
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　しかしこの組織体制で実際に運営をおこなってみると，問題があることが分かってきた。というの
は，災害VCでは活動チームとしての統一した意思決定を迅速におこなうことが必要だったにも拘わ
らず，２人の責任者間の調整に手間取るために迅速な意思決定が妨げられ，両部門間の横の連携も滞っ
てしまったからである。
　そのためこれを図−３に示すように組織改編した。まず活動チームリーダーを災害VC運営の統括
責任者として位置づけ，対外的な折衝と災害VC内の各班間で発生する問題を調整する役割とした。
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職員が担当することでより連携を密にした。活動チームリーダーの上司である市社協の事務局長と次
長は，対外的な折衝および本来の社協業務を担当していた。トップである本部長は市社協会長が務め，
非常勤職であるにも拘わらず毎日出所し，災害VC運営全般の総括責任者として陣頭指揮をとった。
　災害VCの開設当初は活動場所の狭さや活動資材の不足にくわえ，防災訓練時に運営スタッフとし
て当初想定していた民生委員の半数が被災したため，深刻な人手不足となっていた。このため市社協
職員が中心となり，被災しなかった民生委員と学生を中心とした地元ボランティアをくわえて小規模
な災害VCとして運営を開始した。当時春休みの時期であったため，東北学院大学工学部の学生ボラ
ンティアが協力してくれた。とくにまとまった一定の期間運営スタッフとして活動が可能な学生への
期待は大きかったが，新学期が始まるとともに大学生ボランティアの参加者は減少していった。
　社協については，全国社協のブロック派遣を通じて，３月19日から岡山県や広島県の県社協職員の
支援を受けることになった。また企業からは大手のS社やA社，また宮城県内の労働組合関係団体から，
数ヶ月単位の長期にわたりローテーションで運営スタッフを派遣してもらった。さらに県外からの個
人ボランティアとして，災害VC前の広場にテントを張って滞在し，長期にわたって運営スタッフと
して協力したものもあった。先述の通り各班のリーダーには社協職員等を配置して長期的に業務を担
当するとともに，運営スタッフについては入れ替わりを考慮し，壁に張られた模造紙の上に組織図が
表示され，個人名が記入された付箋紙を貼り付けることで運営スタッフの所属と役割を明確にした。
（図−２を参照）
図−２　多賀城市災害ボランティアセンター組織図−１
出所：多賀城市社会福祉協議会内部資料
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4−2．災害ボランティア活動の内容とスケジュール
　多賀城市災害VC立ち上げ当初の被災者に対するボランティア活動の内容は災害復旧系の活動が主
体であり，家屋の片づけ，掃除，泥だし，家財の運び出し，一人暮らしの方の給水のお手伝い等であっ
た。ただしボランティアの安全・衛生管理に留意し，危険を伴うような高所での活動や損傷の激しい
家屋内の活動，危険物と思われる薬品の片付け等は原則としておこなわなかった。やがて６月頃から
災害復旧系の活動のニーズが減少し，仮設住宅への入居が進むと，仮設住宅への引越しの手伝い，家
具の組立，建具の点検調整などの大工仕事が必要な活動が多くなっていった。
　また多賀城市災害VCの活動内容を被災者に知ってもらうための広報活動としては，ボランティア
活動場所の現地で多賀城市災害VCの案内チラシ（資料−１を参照）を近所に配布し，多賀城市災害
VCの活動を地域の人に広報するとともに，被災者ニーズの掘り起こしをおこなった。
　多賀城市災害VCにおける日々の活動スケジュールは以下のとおりである。なお本スケジュールは
４月初旬頃のものであるため，活動開始時間は８時30分から活動終了時間が21時となっており，当時
の業務の大変さを伺い知ることができる。その後安定した運営ができるようになるとともに，ミーティ
ングにかかる時間が徐々に少なくなり，最終的に活動終了時間は18時30分頃までとなっている。（表
−３を参照）
4−3．各班の活動内容
　災害VCでは，図−３に示すように，ボランティア・コーディネーションの業務を細分化し，受付班・
マッチング班・車両班・資材班・ニーズ班を設置した。この各班別の活動内容を見ていく。
　まずボランティア希望者に最初に接することになる受付班は，朝から行列を作って活動を希望する
ボランティアの案内・誘導や登録手続きをおこなう。ボランティアは県内と県外の２つの窓口に分か
れて登録をおこなう。さらに初めての参加者の場合には，ボランティア活動保険に入っているかどう
かを確認し，未加入者には保険加入受付に誘導する。
　この朝のボランティア登録受付の方法のなかで，ブロック派遣の岡山県社協職員から市社協職員に
改善提案され，採用されたものがある。当初は登録窓口を県内保険加入者，県内保険未加入者，県外
保険加入者，県外保険未加入者の４パターンに分けてそれぞれ受付をおこなっていたが，窓口により
受付手続きにかかる時間に差があった。このため保険加入手続きを登録受付後に一括しておこなうこ
表−３　災害ボランティアセンターの一日
〈災害ボランティアセンターの一日（例）〉
 ₈：30 〜  ₉：00　全体ミーティング
 ₉：00 〜　　　　ボランティア受付開始・マッチング・送り出し・ニーズ調査・避難所へのボランティア依頼調整
　　　 〜 15：00　ボランティア活動終了
15：00 〜 17：00　翌日の活動先連絡調整・清掃
17：00 〜 18：00　現場スタッフミーティング
18：00 〜 19：00　多賀城市社協・応援社協・ブロック社協ミーティング
19：00 〜 20：00　市民活動サポートセンターを交えてのミーティング
20：00 〜 21：00　宮城県社協への報告事項・翌日準備
出所：岡山県社会福祉協議会内部資料
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ボランティアの案内・誘導や登録手続きをおこなう。ボランティアは県内と県外の２つの窓口に分か
れて登録をおこなう。さらに初めての参加者の場合には，ボランティア活動保険に入っているかどう
かを確認し，未加入者には保険加入受付に誘導する。
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改善提案され，採用されたものがある。当初は登録窓口を県内保険加入者，県内保険未加入者，県外
保険加入者，県外保険未加入者の４パターンに分けてそれぞれ受付をおこなっていたが，窓口により
受付手続きにかかる時間に差があった。このため保険加入手続きを登録受付後に一括しておこなうこ
表−３　災害ボランティアセンターの一日
〈災害ボランティアセンターの一日（例）〉
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図−３　多賀城市災害ボランティアセンター組織図−２
出所：岡山県社会福祉協議会内部資料
とに変更し，不公平が解消されたものである。受付班の運営スタッフは地元の民生委員が中心となっ
て構成され，約１週間交代で活動した。
　マッチング班は被災者から寄せられたニーズに対し，ボランティアの人数や能力（特殊技能や専門
知識の有無），ストックされている資機材，車両の運行状況等をマッチングさせて，活動のプログラ
ムを作成する役割を担った。活動中のボランティアの人数や資機材・車両の数量の予測・手配等，様々
な調整が必要になってくるため，市社協職員，ブロック派遣の社協職員，A社の全国の工場からロー
テーションで派遣された社員が主として担当した。
　マッチング作業の具体的内容については日々進化していったが，岡山県社協ホームページの「岡山
県災害ボランティア情報３」（５月５日）の記述で，個人のマッチングと団体のマッチングのポイン
トについて詳しい報告がなされている８。これによると，個人のマッチングについては，ボランティ
アのニーズに対応するためポストイット法（ボランティアが自ら選んだ「活動紹介（依頼内容）シー
ト」に自分の名前を記入した付箋紙を貼る）が考案・実践されているのが一般的であるのに対し，多
賀城市災害VCでは，災害VCはボランティアのためのものではなく被災者のためにあるという姿勢を
明確にするため，ボランティアの登録順に作業を割り振ってグルーピングする方法が採られた。さら
にボランティアの中から選ばれる作業責任者も，災害VCの運営スタッフから指名されたボランティ
アが担当することとされた。（資料−２・資料−３を参照）
　またボランティア希望者への活動場所の紹介は，多賀城市との取り決めにより災害VCがその受付
を一括しておこなうことになっていた。このため市の所管する避難所を活動場所として希望している
個人や団体についての受付窓口作業もおこなった。避難所でのボランティア活動は炊き出しが主な活
8　 岡山県社会福祉協議会ホームページ　岡山県災害ボランティア情報　３被災地からの報告５月５日多賀城市朝版　
http://blog.canpan.info/oka_vc_saigai3/daily/201105/05
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動であるが，そのほかに洗髪，子供の遊び相手，マッサージ，慰問などの活動がおこなわれていた。
災害VCでは，避難所向けのマッチング担当者を用意し，ボランティア希望者からそうした活動が可
能かどうかの相談を受けると，希望内容を書面にまとめて避難所の管理担当者にFAXで送り，返事を
待つことになる。回答はボランティア希望者へ電話やFAXで伝えられた。しかしマッチングが成立す
る割合は少なく，岡山県社協のホームページによれば，６月８日から６月12日までの５日間で，相談
総数31件に対し成立したのは10件という状況であり，担当者としては多くの希望に沿うことができな
いことを残念に感じたという。
　資材班はボランティア活動に必要な資材の調達・整備・洗浄・提供・保管などの管理業務をおこなっ
た。一般的資材としてスコップ，一輪車，運搬台車，バール，ほうき，ちりとり，バケツ，土嚢袋，
ブルーシート，ハンマー，水道用ホースリール，ヘルメット，ゴーグル，ゴム手袋，マスク，カッパ，
水分補給用ペットボトル等が準備された。これらは災害VCの玄関前広場にテントを設置し，整理・
整頓されて置かれていた。またマッチング班と連携してボランティア活動に必要な数量の資材を活動
グループごとに準備・貸与し，活動終了後に数量を確認した上で回収するという役割を担った。資材
班は，主にS社からの支援社員が担当した。
　車両班は，各々の活動場所へのボランティアの送迎や資材の輸送をおこなった。送迎車両や作業用
車両の燃料チェックや保守点検もおこなう。活動場所は広範囲であり，被害により通れない道路もあ
るので，地元の地理や被害の状況に詳しいことが必要となる。またボランティアの送迎時間や待ち時
間の管理によって活動時間が大きく変わってくるため，主に市社協と関係が深い地元の個人スタッフ
や地元の労働組合団体の職員などがローテーションを組んで活動した。
　ニーズ班は被災者からのニーズを電話・FAX・来所などの受付窓口で受けてニーズ表に必要な事項
を記入し，ボランティア活動に適しているかどうかの確認をおこなった後にマッチング班に情報提供
する役割を担った。被災者からの情報を正確に聞き取らなくてはならないため，地元の情報に精通し
ている民生委員が中心となってローテーションを組んで担当した。ニーズ班が忙しい時には，手が空
いている他の班のスタッフも作業を手伝っていた。また被災者から受けたニーズがボランティア活動
に適しているかどうかは現地確認によって判断され，必要なボランティアの人数，資材の種類や量，
センターから現場までのアクセスなどの調査をおこない，ニーズ票を完成させる役割を担った。現地
調査では緊急性や危険性の判断等の高度な判断が求められ，作業効率やボランティアの安全に直結す
る重要な作業だったため，市社協職員やブロック派遣の社協職員が主におこなった。
4−4．災害ボランティアと被災者ニーズの動向
　ボランティア・コーディネーション業務では，被災者から寄せられたニーズの件数や活動希望のボ
ランティアの人数・特性の動向を知ることは，運営効率を左右する重要な事項である。このため多賀
城市災害VCにおけるボランティアの登録人数，県内ボランティアの登録人数，県外ボランティアの
登録人数，ニーズ受付件数，１完了ニーズあたりの稼働人数，ニーズ積み残し件数についてそれぞれ
の傾向を見ていく。なおニーズ積み残し件数を除くグラフについては，１週間にならしたなだらかな
傾向を知るために，日々の実数値ではなく７日間移動平均の数値を用いて作成した。
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社会福祉協議会による災害復旧・復興支援活動：岡山県から宮城県への職員派遣の事例 397
4−4−1．ボランティアの登録人数
　多賀城市災害VCが日々受け入れたボランティアの登録人数は，３月1,909人，４月6,248人，５月5,481
人，６月3,925人，７月517人であり，総計で18,080人だった。（表−４を参照）なおボランティア登録
人数には，災害VCの運営スタッフおよび避難所での活動を斡旋したボランティアの人数は含まれて
いない。ボランティア登録人数の傾向を見てみると，災害VCを立ち上げた当初は50人以下の人数で
スタートしているが，約１週間後からボランティア登録人数は100人を越えている。（グラフ−１を参
照）
　ボランティア登録人数の第１のピークは４月１日からの約１週間であり，４月１日から３日まで単
日で300人を越え，４月２日には410人を記録した。それ以降は減少傾向を見せたが，ゴールデンウィー
ク期間である４月29日から再度増加に転じ第２のピークを迎えた。４月30日から５月４日までの単日
の５日間はいずれも300人を越え，５月３日には１日で434人を記録している。それ以降は以前の水準
まで急激な減少を見せたが，６月末まではほぼ安定して100人超で推移し，７月以降は50人台まで減
少し，そのまま復興支援センター関係のボランティアとして継続した。
グラフ−１　ボランティア登録人数（７日間移動平均）
4−4−2．県内ボランティア登録人数の推移
　県内ボランティアの登録状況を７日間移動平均で見てみる。（グラフ−２を参照）
　災害VC開設直後はごく少数のボランティアの登録人数であったが，地元の大学生や高校生が中心
となって参加したことで１週間足らずで100人を超えている。さらに新学期が始まる前の４月２日に
は１日で291人の登録人数を記録しているが，新学期が始まった４月８日からは急減した。その後は
100人前後で推移し，ゴールデンウィーク期間中においても県外ボランティアの登録人数が急増した
一方で，県内ボランティアの登録人数はほとんど増加しなかった。しかしゴールデンウィーク後も50
人前後で安定し，６月末まで続いていた。この県内ボランティアの登録人数の推移を被災者ニーズ受
付件数の推移と比べてみると，少し遅れてはいるがほぼ同じような傾向で増減している。
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4−4−3．県外ボランティアの登録人数の推移
　県外ボランティアの登録人数を７日間移動平均で見てみる。（グラフ−３を参照）
　災害VC開設当初は市社協自身が災害VCの活動に不慣れだったことや物理的な理由により，地元ボ
ランティア中心に小規模な活動を余儀なくされ，県外ボランティアの受入れができなかった。しかし
ボランティアの受入れ態勢が整ってきたゴールデンウィークの時期には登録人数が急増した。宮城県
内の他の災害VCでは，ゴールデンウィーク時期にボランティア急増による災害VCの運営上の混乱を
避けるために，県外からのボランティア受入れを控えていた。これに対して多賀城市の災害VCでは
県外ボランティアの受入れをとくに表明したわけではなかったが，活動チームリーダーの来るものは
拒まずという方針によって県外ボランティアを受け入れていた。このことが県外ボランティアの間に
も知れ渡り，より多くのボランティアを迎え入れることになった。ゴールデンウィーク後には登録人
数が急減したが，５月11日頃からふたたび徐々に増加の傾向を示した。これは災害VCの活動方針が
グラフ−２　県内ボランティア登録人数（７日間移動平均）
グラフ−３　県外ボランティア登録人数（７日間移動平均）
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4−4−3．県外ボランティアの登録人数の推移
　県外ボランティアの登録人数を７日間移動平均で見てみる。（グラフ−３を参照）
　災害VC開設当初は市社協自身が災害VCの活動に不慣れだったことや物理的な理由により，地元ボ
ランティア中心に小規模な活動を余儀なくされ，県外ボランティアの受入れができなかった。しかし
ボランティアの受入れ態勢が整ってきたゴールデンウィークの時期には登録人数が急増した。宮城県
内の他の災害VCでは，ゴールデンウィーク時期にボランティア急増による災害VCの運営上の混乱を
避けるために，県外からのボランティア受入れを控えていた。これに対して多賀城市の災害VCでは
県外ボランティアの受入れをとくに表明したわけではなかったが，活動チームリーダーの来るものは
拒まずという方針によって県外ボランティアを受け入れていた。このことが県外ボランティアの間に
も知れ渡り，より多くのボランティアを迎え入れることになった。ゴールデンウィーク後には登録人
数が急減したが，５月11日頃からふたたび徐々に増加の傾向を示した。これは災害VCの活動方針が
グラフ−２　県内ボランティア登録人数（７日間移動平均）
グラフ−３　県外ボランティア登録人数（７日間移動平均）
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個人ニーズに対応した活動からエリアのニーズに対応した活動に重点を移し，ボランティア・バス輸
送による県外からの団体ボランティアの受付を開始したためである。
4−4−4．被災者ニーズ受付件数の推移
　多賀城市災害VCの被害者ニーズ受付件数は，３月520件，４月695件，５月380件，６月228件，７
月34件，総計で1,857件だった。（表−５を参照）
　災害VCが受け付けた被災者ニーズ件数の推移を７日間移動平均で見てみる。（グラフ−４を参照）
　災害VC開設当初の被災者ニーズ受付件数は数件であったが，被災者が避難所から自宅に戻り始め
た４日目頃から急激な増加が見られ，４月22日には１日で111件を受付けるピークを迎えた。その後
４月初旬までは30件前後で推移した後，４月中旬頃からなだらかな減少傾向を示し，６月に入ると10
件以下となった。
グラフ−４　ニーズ受付件数（７日間移動平均）
4−4−5．１完了ニーズあたりの稼動人数の推移
　１つのニーズを完了させるために何人のボランティアが稼動したのかの推移を７日間移動平均で見
てみる。（グラフ−５を参照）
　１完了ニーズあたりのボランティア稼動人数は，災害VC開設当初には災害VCの運営に不慣れなこ
ととニーズ受付件数が少なかったため，ニーズ１件あたりに10人以上のボランティア数で対応してい
た。ニーズが急増した直後の４月初旬からは10人以下での対応となったが，県外ボランティア数の増
加する４月下旬からゴールデンウィーク期間にかけては，10人以上の大きなニーズに応えることがで
きるようになった。その後ボランティアの減少にあわせて１完了ニーズあたりのボランティア数は減
少したが，５月下旬頃から増加の傾向を示している。これは団体ボランティアの増加により個人ニー
ズに対応した活動から，エリアのニーズに対応した活動に重点を移したからで，１つのニーズにより
多くの人数をかけることのできる活動の場を開発したためである。なお全期間を通した平均は１ニー
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ズあたり11.6人であった。
グラフ−５　１完了ニーズあたりの稼働人数（７日間移動平均）
4−4−6．ニーズ積み残し件数の推移
　災害VCを設置することと同様に，災害VCを閉鎖する時期を決定することは難しいと言われている。
多賀城市災害VCについて，被災者からのニーズを受け付けながらも完了させることができず，日々
積み残されていったニーズ残の件数の推移を見てみる。（グラフ−６を参照）
　災害VC開設当初の被災者ニーズ受付件数の急激な増加に対し，ボランティア登録者数が不足して
ニーズ処理に対応できなかったことから，３月23日には150件を超えるニーズ積み残しをかかえた。
その後やや減少の傾向が見られたが，ボランティアの減少により再度増加し，４月28日には189件の
ピークを記録している。その後県外ボランティアが大幅に増加したゴールデンウィーク期間から減少
に転じ，６月中旬には20件程度になった。
グラフ−６　ニーズ積み残し件数
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資料−１　多賀城市災害ボランティアセンターの案内チラシ
出所：多賀城市社会福祉協議会資料
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資料ー２　ボランティア送り出しマニュアル
（送り出し編）
１．ボランティア依頼受付票の確認
　依頼内容・必要人員（男性　　名・女性　　名　計　　名）・行先等
２．送迎が必要な場合
　車輛の確保（待機運転手に出動可能か確認，依頼人員が乗車可能か確認＋資材（特に一輪車の数））
３．マッチング
　待機中のボランティアに依頼内容の説明をおこなう必要人員の確保（通常は並んでいる順番に必要人員を確保，た
まにチームが別れたくないという場合があるのでその時は飛ばして次の人に）人員が確保されたら，その人たちに前
に出て来てもらい輪になって説明します。まず，「今日一日よろしくお願いします」とあいさつ，次にチームリーダー
の選定（通常，多賀城市でのボランティア経験のある方にお願いする，いない場合は立候補かこちらから指名）し，リー
ダーの紹介「今日一日リーダーをお願いします○○さんです」
※ リーダーにボランティア依頼受付票のリーダー欄に名前・携帯番号を記入してもらう（正・副有り）
※ 作業終了後，リーダーから作業内容の報告を行っていただくことをお願いする
　依頼内容，必要資材の説明（ボランティア依頼受付票により）
　注意事項の説明「作業の際には，ゴーグル・マスク・水分が必要です。お持ちでない方には，資材受け渡し場所に
ありますので必ず受け取って作業に行ってください」
　「作業は無理せず休憩を取りながら行ってください。休憩等はリーダーの指示に従ってください。作業は３時まで
です。」
※送迎が必要な場合　運転手さんの紹介「運転していただく○○さんです」
　「作業が終わりましたら，リーダーさんから電話をお願いします。迎えにまいります」
４．送り出し　元気に「よろしくお願いします」と送り出す。
　ポストイットに，出発時間，行先住所，依頼主，出動人員を記入しボードの運転手欄に添付
　ボランティア依頼受付票を，ボードの徒歩，または送迎欄に添付
（帰りの送迎編）
（現場作業の終了後）
１．リーダーから迎えの電話が入る
　活動先の住所・氏名，リーダーの指名・出動人員を確認
２．送迎車両の確認
　送迎が必要となる人員が乗車可能な車輛の確保
３．確保できたら運転手に行先，乗車人員等を伝達，送迎に行っていただく
４．運転手が出発したらボードに行きで使ったポストイットを出動運転手欄に添付
　ポストイットは帰着後，運転手がはがします。
５．作業内容の確認
　戻ってきたリーダーから作業内容，継続か終了かなどの聞き取り
６．ボランティア依頼受付票を回収ボックスに入れる　継続，終了によって取り扱いが異なります。
出所：岡山県社会福祉協議会ホームページ　岡山県災害ボランティア情報３
　　　被災地からの報告　５月５日　多賀城市　朝版
　　　http://blog.canpan.info/oka_vc_saigai₃/daily/201105/05
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資料ー３　団体ボランティアのマッチングのポイント
団体ボランティアのマッチングのポイント
以下のことを確認してください
①・団体名
　・代表者名
　・活動希望日
　・活動人員（男　　人・女　　人）
　・多賀城市に入りたい理由
※ 基本，団体ボランティアの受付は，宮城県社協にふって大丈夫ですが，多賀城市と関係がありどうしても入りたい
という希望があれば，多賀城市社協の職員（Kさん）に確認後以下の説明・調整をしてください。
②・活動内容の説明
　個人宅の泥出しや家具，畳の運び出しだけではなく，道路に山積みになったままの泥を土嚢袋に詰める作業や，津
波等により汚れた歩道，側溝等の清掃も行っていただき，町全体をきれいにしていただきます。
・複数日での活動の場合，宿泊場所の確認
・資機材持参確認
　できるだけもってきていただくようお願いする
・ボランティア保険加入の有無
　現地社協で入ってきてもらうように
・現地までの交通手段の確認
　バスの場合，活動場所まで移動に使用可能か聞き取る（バスの大きさも）
・到着時間・帰宅時間
※多賀城市社協に参加者名簿の提出（名前・住所・電話番号）
出所：岡山県社会福祉協議会ホームページ　岡山県災害ボランティア情報３
　　　被災地からの報告　５月５日　多賀城市　朝版
　　　http://blog.canpan.info/oka_vc_saigai₃/daily/201105/05
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